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【研究の背景・目的】 

 大脳皮質によって担われる高次機能は興奮性と

抑制性ニューロンで構成される神経回路の働きに

依存する。皮質を構成する神経細胞のうち後者の

占める割合は２割程度であるものの、形態的にも、

電気生理学的にも、分子的にも極めて多様である。

そのため介在ニューロンによって形成される局所

回路は極めて複雑なものとなっており、その機能

の全容の解明には至っていない。本研究では介在

ニューロンの移動の終了と最終分布位置決定の機

構を解明すると共に、それを切り口として多様性

出現の機構の解明を目指す。特にシナプス活動を

含む環境要因による影響を想定し、その関与の有

無を検討する。また移動と興奮性細胞とのシナプ

ス結合との関係も明らかにする。 
 
【研究の方法】 

 本研究ではまずリアルタイムイメージング、特

にマウス胎仔からの in vivo imaging を駆使して

辺縁帯から皮質板への介在ニューロンの移動のモ

ードを解析する。その知見に基づき、皮質板への

移動の分子機構の解明を進める。具体的には髄膜

や皮質板の誘引・反発機構やそれらに対する介在

ニューロンの反応性の変化とその分子機構を解明

する。また、皮質板の最終位置の決定に環境因子

（他の神経細胞からのシナプス入力を含む）が関

与している可能性を検討するために、興奮性細胞

の移動に変化を起こさせて、その影響を評価し、

関与を示す結果が得られた場合はその分子機構に

向けての研究に着手する。さらに、介在ニューロ

ンの辺縁帯での移動の結果たどり着いた位置と興

奮性ニューロンとのシナプス結合との間の関係を

明らかにする。 

 
【期待される成果と意義】 

 大脳皮質の情報処理において極めて重要な役割

を果たすと考えられる抑制性ニューロンはその多

様性が顕著であり、配列も規則性に乏しいため、

その役割を解明が遅れている。本研究の遂行によ

り、大脳皮質抑制性ニューロン皮質内分布とシナ

プス結合決定のメカニズムの解明によって、他の

アプローチでは困難であった大脳皮質内の局所回

路の解明を進めることができると考えられる。こ

のことは大脳皮質における情報処理機構の解明に

つながり、ひいては高次機能障害を伴った脳の疾

患の病因の解明にも寄与できるものと考えられる。 
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